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Baxterの EightVertex 模型1)の注目すべき点は普遍性が破れていること,すなわち

臨界指数が系のエネルギー ･パラメーター )の連続関数になっていることである｡しか

し, ｢弱い普遍性｣2)は満たされているようであるD Suzuki2)によって起案された ｢弱

い普遍性｣の要点はラ相関距離の臨界指数 γで割った任意の指数は普遍であるという事

である｡

ここでは E励 tVertex系の確率的模型を作 り,動的現象における弱い普遍性の有効性

をチェックしてみる｡

まず EightVertex 模型に等価な正方格子 ヒの Ising模型

鍾- -K ∑ (Oj"･kO,,k+ Oj･k十10j十1,k)1 7kOj ,kO,･1,kO,,k･10j･1,k+1j,k

から出発する｡動力学的 lsing模型3)と同様にして,このハミル トニアンより次のよう

な確率的模型を作る｡

轟 ((畑 t)ニー∑Wi(0,)p((0)･t)･∑W,(-oj)p((-Oj),t),J ∫

wj(0,)- 喜 ( 1-0.tanhEj),J

ここで 0 に作用する場 EiはJ

E･- K ∑ o+ l ∑ 01020,
J ∩,∩,n ∫.S.1

で与えられる｡ (最初の和は第 2近接スピン,次の和は 4体力からくるスピン)｡文献

3)と同様に高温展開が定義できるが,ここでは簡単のために, )の1次までの範囲で

高温展開する｡例として,非線形応答に関する臨界減速 を特徴づける非線形緩和関数

･(An,1)- I dtM(t)/M(0)-(T-T｡)舟 )
00

0

の指数 か 1)を評価する(M(t)は時刻 tのオーダー ･パラメーターの平均値 ).A(ln･1)-
i.n･l)(1-ql)の形で,数項の展開級数よ｡ratio法でqを計算する. 数項の計算から
確定的な数値 を決めるe)は良くないがさ)結果はq- 1とな-て, y- 1一昔ス(昔-1)
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と比べて,オーダーとしては弱い普遍性 と矛盾 しない (jln･J)/y二ASnll)-普遍 )｡より
定量的な結果は,収束のよい線形緩和関数3)を評価すると得られるであろう｡

結論としては,動的現象でも弱い普編性が成立 しているようである｡これからの方向

に関して次の点を示す.(i)繰り込み群によるアプローチ｡一つの方法として連続体模型

を作ることがある｡ EightVertex系では普通のG-L系 と違って, 2つの場が必要
a

にな-てくるo帖摂動論50)臨界点でM(t)′イ W(W-p/dl))なので,Wが 吊こ放れ 揃

･(t)- 一 缶 lnt････という形がでるoこの場合 Intの項 が出ない事を示せば,館 -=
Oより机 (1)-W｡,A(1)-p/W.-告(1-号り-A｡(1一手)とな-て1次の範
囲で弱い普編性が有効であることがわかる｡しかし,非平衡での平均を間勉にしなけれ

ばならないので,証明は難しい｡
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本節は前おきであるo スピン変数 O.(±1, 0の3つの値をとる)によって表される

i番格子点の各状態がD(0.)重に縮退しているとするO格子全休の-ミル トニアンは

H-~J(lP,)010, (1)
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